
   

⼊院患者の転倒転落発⽣率 

 

指標の意義・⽬的 

患者さんが転倒・転落に⾄るのは、⼊院そのものがもたらす環境の変化や疾病・治療・⼿術の影響によるものなど、

原因はさまざまです。転倒・転落発⽣率は、病院として転倒・転落予防の取り組みを効果的に⾏えているかどうか

患者ケアの質を表す指標になります。 

算出定義 

分⼦︓⼊院中の患者に発⽣した転倒・転落件数 

分⺟︓⼊院患者延べ数 

2.36% 2.59%

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000

0.00%

1.00%

2.00%

3.00%

4.00%

5.00%

2021年度第1四半期 2021年度第2四半期 2021年度第3四半期 2021年度第4四半期

2021年度

分⺟対象患者数

当院転倒転落発⽣率

【参考値】⽇本病院会QIプロジェクト平均値（500床以上）



   

コメント・考察 

当院の指標値は 2021年 10⽉の測定開始後、2021年度第 3四半期 2.39%・第 4四半期 2.59％と他の同

規模施設と⽐較し、同⽔準でした。引き続き、転倒転落発⽣予防の取り組みを強化し、さらなる改善を⽬指しま

す。 
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